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公益社団法人豊島区薬剤師会 

 

広    報 
２０２３年６月号 

                編集委員  江村公良 南出美佐 前原直之 伊原孝子 佐藤栄輔 

 

 

※レセプト受付事業は令和５年３月をもって終了いたしました 

令和 5年 4月より返戻レセプトの原則オンライン化が始まりました。 

これに伴い、毎月行っていた豊島区薬剤師会でのレセプト受付事業も、令和 5年 3月をもって終

了とさせていただきました。 

 

※別添の「豊島区薬業協同組合」の広報もご覧ください 

事業者用ごみ処理券の販売の案内もぜひご覧ください。 

 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１) 令和 5年度 薬学講習会の開催について 
本年も、都内在住・在勤の薬剤師を対象に「薬学講習会」が次の通り開催されます。 

集合研修のみの開催でオンライン研修はありませんのでご注意ください。 

 

1.開催日時：令和5年8月27日(日)13:00～16:25(予定) 

2.開催場所：「東京国際フォーラム ホールA」 （千代田区丸の内 3-5-1） 

3.受講者：都内在住・在勤の薬剤師 

4.定員数：2,000名 

5.受講料：無料 

6.申込方法：都薬ホームページ「お知らせ」より、7月中旬頃に受付開始予定 

7.東京都薬剤師会 生涯研修認定制度：2単位  

 

２) 【日本薬剤師研修センター】「やむをえない事情により研修が困難になった場合の措置」

の一部改正について 
日本薬剤師研修センターの研修認定薬剤師の更新に関して、令和5年1月30日付で「やむをえない

事情により研修が困難になった場合の措置」が講じられておりましたが、同措置の一部改正を図っ

た旨、同センターより連絡がありました。 

今般の改正内容については、「事情期間が認定期間2年目と3年目に跨る場合において、認定期間

の1年目に各単位取得条件を満たしている場合に限り、その2年間について各年単位取得条件を免除

し、かつ認定期間を1年間延長する。更新申請条件は、延長した1年間を含めて4年間で合計30単位を
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取得すること」とされました。（別紙「参考図」 例2-2参照）。 

 この他の本措置の対処となる事情、期間、届出等に変更はございませんので、それぞれの措置

の内容、届出方法、書類等の詳細については、日本薬剤師研修センターホームーページをご確認く

ださい。 

 

３) 令和 5年度 第 1回東京都がん薬物療法協議会～三団体合同薬薬連携推進研修会～WEB開

催のご案内 
昨年度、東京都がん診療連携拠点病院研修部会薬剤師小委員会、東京都薬剤師会および東京都病

院薬剤師会によって発足した“東京都がん薬物療法協議会”の本年度第1回の研修会が次の通りWEB

にて開催されます。是非ご参加ください。 

 

1.開催日時：令和5年7月9日(日)10:00～12:00 (WEB開催) 

2.目的：令和4年度の報告と令和5年度の進め方について 

3.研修内容: 

・2022年度 東京都がん薬物療法薬薬連携推進状況について 

・第2回東京都がん薬物療法協議会～三団体合同薬薬連携研修会～参加報告 

・2023年度 三団体合同薬薬連携研修会の進め方について 

<特別講演> 

『柏市における薬薬連携と地域包括システムで果たすべき薬剤師の役割』 

演者:一般社団法人 柏市薬剤師会副会長 大塚 昌孝 先生 

4.配信:Zoomウェビナー 

5.参加費:無料 

 

<問い合わせ窓口> 

がん研究会有明病院薬剤部 瀧口友美、清水久範 hisanori.shimizu@jfcr.or.jp  

 

４) 薬用歯みがき類「チェック・アップコドモ A」の使用後に発現したアナフィラキシーにつ

いて（厚生労働省より注意喚起） 
今般、薬用歯みがき類の「チェック・アップコドモA」（以下「本製品」という。）の使用後にア

ナフィラキシーを発現したとされる症例が、令和4年12月から令和5年5月の間に3例（別紙参照）報

告されました。 

現時点では、本製品の使用とアナフィラキシーの発現の因果関係は明らかではありませんが、本

製品の使用に関する安全性についてはより注視していく必要があり、次の通りお知らせ致します。 

なお、本製品は、歯科診療施設に向けて販売されています。 

 

(1)報告された3例はすべてアレルギー等の既往がある患者における症例であるため、歯科診療施

設において、患者に使用する際には、既往歴の確認も含めアナフィラキシーの発現に注意いただき

ますようお願いいたします。 

 

(2)アナフィラキシー等が現れたときは使用を中止し、本製品を持参して速やかに医療機関を受診

するよう保護者等にご説明いただきますようお願いいたします。 

 

(3)アナフィラキシー等の有害事象が認められた場合には、本製品の製造販売業者への情報提供又

は独立行政法人医薬品医療機器総合機構への医薬部外品の安全性情報報告にご協力いただくととも

に、製造販売業者からの調査があった場合にはご協カいただきますようお願いいたします。  
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５) 冊子「公衆衛生に関する Q&A～健康サポート編～」の発刊について 
健康日本21(第二次)の中間報告で目標を達成できていない項目について、薬剤師が関わることの

できる生活習慣の改善や、重症化予防に貢献できる内容を取り上げ、薬局薬剤師がセルフケア、セ

ルフメディケーションの支援等の健康サポート業務を充実させるための資料となることを念頭に、

標記冊子が東京都薬剤師会より作成されました。 

本冊子は「都薬雑誌第45巻6月号」に同封して全会員に配付しておりますので、ご活用ください。 

また、複数冊の購入を希望される場合は、別紙にて東京都薬剤師会事務局 職能対策課までお申込

みください。 

 

1.冊子名:「公衆衛生に関するQ&A～健康サポート編～」 

2.体裁：B5判・72ページ 

3.配布方法：「都薬雑誌 第45巻6月号」に同封して全会員に配付 

4.別途購入価格：1冊@600円【会員価格@200円】(税込・送料実費) 

5.申込/問合先:別紙にて FAX あるいはメールにてお申込みください。 

 

東京都薬剤師会 職能対策課 TEL：03-3294-0096 Fax：03-3295-2333 

E-メール shokunou@toyaku.or.jp  

 

６) 電子お薬手帳、新システム「eお薬手帳 3.0」への移行について 
東京都薬剤師会が提供している電子お薬手帳について、これまでの運営事業者である株式会社NTT

ドコモ（以下NTTドコモ社）の「eお薬手帳」でのサービスを終了し、新たな運営事業者として株式

会社ファルモ（以下ファルモ社）が選定されたことについては、すでにお知らせしたとおりですが、

この度機能を拡充した患者向けスマートフォンアプリ及び薬局システムである「eお薬手帳3.0」が

新たに開発され、次のとおり、本年7月3日に公開されます。 

なお、「eお薬手帳3.0」の公開に並行し、NTTドコモ社の患者向けスマートフォンアプリ及び薬局

システムにつきましては、利用者様や薬局が余裕を持って「eお薬手帳3.0」に移行ができるよう、

約1年間の並行運用後、令和6年6月末日をもってサービスが終了となります。 

現在、NTTドコモ社の薬局システムを導入している薬局の新システム「eお薬手帳3.0」への移行は、

6月下旬公開予定の「eお薬手帳3.0」のwebサイトより、お申し込みが可能です。 

詳細な申し込み方法やURL等につきましては、改めて案内予定とのことです。 

なお、Q&Aについては別紙をご参照下さい。 

 

・ファルモ社製患者向けアプリ「eお薬手帳3.0」並びに対応する薬局システム 

患者向けアプリ「eお薬手帳3.0」  令和5年7月3日公開 

薬局システム           令和5月6月下旬申し込み開始 

 

 

・NTTドコモ社製患者向けアプリ「eお薬手帳」並びに対応する薬局システム  

  患者向けアプリ「eお薬手帳」    令和6年6月末日サービス終了 

薬局システム           令和6年6月末日サービス終了  
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７) 学会案内リーフレットのご案内 
日本医療薬学会より、添付資料の通り学会案内リーフレットが届きました。 

日本医療薬学会は、病院、薬局、製薬企業、薬学教育機関等に携わる薬剤師を主体とした医療薬

学分野における国内最大の学会です。学会が開催する学術大会等への参加は、単に研修認定単位の

取得に留まらず、薬剤師としての職能を高める上での貴重な機会となります。日本薬剤師会学術大

会への参加はもとより、積極的に学会への入会をご検討いただき、研究発表の機会に触れていただ

くことも是非ご検討ください。  

 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 

１）豊島区薬剤師会総会を開催いたしました。 

令和 5年 6月 27日（火）、豊島区薬業会館において豊島区薬剤師会総会を開催いたしました。 

全ての議案が可決されましたことをご報告させていただきます。 

 

２）新型コロナワクチン配付事業について 

新型コロナワクチンの接種拠点施設へ配付を行う事業ですが、現在も事業継続中です。 

秋以降についても事業の継続が決まりました。 

拠点薬局におかれましては、引続きよろしくお願いいたします。 

 

３）高齢者の服薬情報提供事業へご協力のお願い 

当会と豊島区との共同事業「高齢者の服薬情報提供事業」へのご協力をいただき誠にありがとう

ございます。 

残薬バッグの追加をご希望の場合は、事務局までご連絡ください。 

なお、患者さんが来局され対応された先生は、引き続き翌月10日までに事務局まで所定の用紙に

て報告をいただけますようお願いいたします。 

 

４）豊島区薬剤師会ホームページ更新について 

日々情報を更新しております。ご活用ください。 

 

■ https://www.toyoyaku.jp 

 

 ■会員専用ページのID、PWはいずれも「toshima」です。 

今後とも、内容の充実を図るとともに、よりわかりやすい情報を発信してまいりますので、何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

会員数報告 

Ａ 会 員 116 名 

Ｂ 会 員 14 名 

賛助会員 2 名 

合 計 132 名 
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保険部より 

１）毒物及び劇物指定令の一部改正について 

厚生労働省医薬・生活衛生局長より通知がありましたのでお知らせいたします。 

新たに1成分が劇物に指定され、2成分が月ブルから除外されました。 

詳細は保険部ページより原文をご確認ください。 

保険部ページ ＞  

https://drive.google.com/file/d/1zJzi5qSj18gC2uwIl8vrGG8rZxBs4C2u/view?usp=drive_link 

 

２）PMDAの電子報告システム(報告受付サイト)を用いた医薬関係者からの副作用等報告のお

願いについて 

厚生労働省医薬・生活衛生局医薬安全対策課より、別添のとおり事務連絡がありました。 

薬機法に基づく副作用報告は従来の書面をFAXによる提出だけではなく、オンラインにて報告が可

能となっております。今般、オンライン報告の普及のための案内がございましたのでご確認ください。 

 

https://drive.google.com/file/d/1zJzi5qSj18gC2uwIl8vrGG8rZxBs4C2u/view?usp=drive_link
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３）「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う公費支援の費用の請求に

関する診療報酬明細書の記載等について」の一部改正について 

厚生労働省保険局医療課より標記について連絡がありました。 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う公費支援の費用の請求に関する診

療報酬明細書の記載等については、既にお知らせしておりますが、今般、「特記事項」欄の記載要領

が一部改正されたとのことです。下線部が追記されておりますのでご確認ください。 

 

4 「特記事項」欄について 

オンライン資格確認等システム又は限度額適用認定証により、患者の所得区分を確認の 

上、患者の自己負担額が高額療養費又は一部補助の自己負担上限額を超える場合には、当 

該所得区分等に応じて、「診療報酬請求書等の記載要領等について」の『「特記事項」欄について』

において定める略号、区ア、区イ、区ウ、区エ、区オ、区カ及び区キのうち、該当する略号を記載す

ること。 

なお、入院における多数回該当の場合は多ア、多イ、多ウ、多エ、多オ、多カ及び多キ 

のうち、該当する略号を、また、外来における多数回該当の場合は区ア、区イ、区ウ、区 

エ、区オ、区カ及び区キのうち、該当する略号を、それぞれ記載すること。 

 

通知原文は保険部ページよりご確認ください。 

保険部ページ ＞ 新型コロナウイルス感染症関連 ＞ 新型コロナウイルス感染症に係る診療報

酬上の取扱いについて ＞ 20230609都薬事務連絡_20230530業70_「新型コロナウイルス感染症の感

染症法上の位置づけの変更に伴う公費支援の費用の請求に関する診療報酬明細書の記載等について」

の一部改正について 

https://drive.google.com/file/d/1X1dEi5sP8yPXNIMyh5p1_lgnUa4Yypvs/view?usp=drive_link 

 

４）「オンライン資格確認等システムの表示等について（周知依頼）」 の一部改正について 

医療保険のオンライン資格確認については、昨今、保険者が登録した加入者データに誤りがあった

ことにより、別の方の資格情報が紐付き、薬剤情報等が閲覧される事案や、医療現場においてシステム
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に関連したトラブルが生じたといった事案が報告されています。 

これを受け、オンライン資格確認等システムに「資格（無効）」や「資格情報なし」と表示されるこ

とについて、厚生労働省ホームページに Q&Aが掲載されましたので、ご確認お願いいたします。 

また、 

・Q&Aに示されているような事案が生じた場合には、マイナンバーカードの健康保険証利用に関する

問い合わせ先のマイナンバー総合フリーダイヤル（0120-95-0178）※１でお問い合わせを受け付けて

いること 

・医療機関等の問い合わせについては、オンライン資格確認等コールセンター（0800-080-4583）※

２でも受け付けていること。 

・資格情報が「資格（無効）」または「資格情報なし」となる場合は、電子処方箋対応施設において

も、電子処方箋の交付や、処方箋情報の登録・取得等ができなくなるため、従来の紙の処方箋による対

応をお願いしたいことにつきまして、ご確認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

※１受付時間（年末年始を除く）平日 9時半～20時、土日祝 9時半～17時半 

※２受付時間（年末年始を除く）平日 8時～18時、土 8時～16時 

 

 

５）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧ください 

豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく伝達するために、専用のページを設けております。 

URLより通知等の原文のPDFが閲覧可能です。 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX 

 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX
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学術部より 

１）豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

７月の勉強会は次のとおり実施いたします。 

日時：令和5年7月20日（木）19:45-21:30 

場所：今回は情報通信機器（Zoom）を用いて実施いたします。 

内容:  

・特別講演 19:50 ～ 20:50 

「関節リウマチ治療におけるbDMARDs、tsDMARDsのポジショニング 

〜バイオシミラーも含めて〜」 

演者:日本大学医学部 内科学系血液膠原病内科学分野 診療教授  北村 登 先生 

・ディスカッション 20：50～21：20 

    「地域で考えるリウマチ治療について」 

 

☆今回の勉強会は東京都薬剤師会薬剤師生涯研修認定制度の認定単位1点となります。 

☆申し込みを豊島区薬剤師会HPからの参加登録のみに限らせて頂きます。 

☆申し込み方法：豊島区薬剤師会HPにアクセス→「勉強会・研修会情報」→ 

「お申し込みはこちら」をクリック→必要事項を入力し送信 

☆参加受付開始日時：令和5年7月3日（月）9：00～7月14日（金）12:00 

☆ご参加を事前申し込み100名様までと限らせて頂きます。 

☆認定単位をご希望の方で薬剤師免許証コピー未提出の方は薬剤師免許証のコピーの 

FAXをお願いいたします。（過去に提出されていれば結構です。） 

 

２）【再掲】勉強会・研修会の単位付与について 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、現在のところ、豊島区薬剤師会の勉強会・研修会は、

情報通信機器を用いた研修を中心に実施しておりますが、単位付与についての問い合わせが増えて

おります。 

   情報通信機器を用いた研修の視聴確認は、WEBシステム上のログとキーワードの確認によって行

っております。 

   また、単位は個人への付与であることから、各自のログが必要であることと、視聴確認の観点か 

ら、キーワードの提示は不定期であり、かつ複数回の提示はないことをご理解いただきますようお

願いいたします。 

   なお、単位付与の基本的な考え方について豊島区薬剤師会ホームページに掲載しておりますので、

ご確認いただくようお願いいたします。 

 

薬学生実務実習関係 

１）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 

東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけとなるこ

とを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受入薬局には案内ポ

スターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。なお、学生対象ですが、会員へ

の配信も可能です。 
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池袋あうる薬局輪番 

７月の輪番は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

７月 日 勤 ９：００ ～ １６：３０ 
準 夜 １６：００ ～ ２２：００ 

 受付事務入力兼任 

１日（土）     チチブ薬局 北池薬局 

２日（日） 高田馬場薬局 こまごめ薬局 
日本メディカル 

システム巣鴨店 
北池薬局 

８日（土）     あかまつ薬局 駒込中央薬局 

９日（日） アリス薬局大塚店 雄飛堂薬局上池袋店 池袋萬盛堂薬局 佐藤薬局 

１５日（土）     かもめ薬局 あうる薬局 

１６日（日） 
雄飛堂薬局 

池袋トキワ通り店 
上池袋薬局 チチブ薬局 駒込中央薬局 

１７日（月） いちょう薬局 さの薬局 うずらやま薬局 めぐみ薬局 

２２日（土）     アイン薬局池袋駅東口店 北池薬局 

２３日（日） ヒバリ薬局 あけぼの薬局南長崎店 平和通り保健薬局 佐藤薬局 

２９日（土）     
薬局マツモトキヨシ

東長崎駅北口店 
あうる薬局 

３０日（日） 池袋駅前げんき薬局 デイジー薬局東池袋店 
日本メディカル 

システム巣鴨店 
めぐみ薬局 

 

長崎休日診療所派遣 

７月の輪番派遣は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

 

７月  

２日（日） 椎名町薬局 

９日（日） デイジー薬局東池袋店 

１６日（日） 長崎調剤薬局 

１７日（月） デイジー薬局東池袋店 

２３日（日） 池袋萬盛堂薬局 

３０日（日） 椎名町薬局 
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医薬品・情報管理センター報告 

○管理センター売上及び仕入 

2023年5月売上金額   ￥4,072,450－ 

2023年5月仕入金額   ￥5,725,599－ 

 

○相談件数 

5月 件数 

薬局からの在庫確認 206 

薬局からの処方箋応需 16 

患者からの処方箋応需 10 

医療用医薬品についての相談 2 

医療機関の紹介 1 

一般用医薬品についての相談 0 

その他 9 

合計 244 

 

○池袋あうる薬局処方せん受付状況 

5月 休日夜間 127 枚 

 そ の 他 299 枚 

 

○情報発信 

フレイル予防について 

 

フレイルとは健康と要介護・寝たきりの間を指し、加齢によって心身老い衰え、社会とのつながり

が減少した状態のことです。フレイルのサインに早めに気づき、適切な対応をすることで、健康な状

態に戻ることができるとされています。 

２０２０年からのコロナ禍によって、フレイルの状態の人は増加傾向にあるようです。また、社会

参加の機会の減少がフレイルの要因になりやすいことがわかっています。 

 

《豊島区の取り組み》 

豊島区にはフレイルの普及啓発やフレイルサポーターの養成、フレイルチェックを行うフレイル対

策センターがあります。また、聞き取る機能の衰えについて測定できるヒアリングフレイルアプリを

活用した耳の健康チェックを無料で行っています。 

そして、豊島区オリジナルの介護予防体操の「としまる体操」があります。教える側と教わる側の

関係を作らず、輪になり集まった方々で声を出しながら行う体操です。 

活動量が少ない方が無理なく行える「すわってとしまる体操」もあります。これは車いすの方にお

すすめです。 

「人生１００年時代」と言われています。いつまでもイキイキと自分らしい生活を続けるために、

フレイル予防に取り組みましょう。 

 

【参考文献】 

https://www.city.toshima.lg.jp/167/kenko/koresha/kaigoyobo/1903181809.html 

https://www.city.toshima.lg.jp/167/2107140854.html 

                                                                   文責 中野 
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理事会報告 

2023年 6月 7日（水）午後 8時 30分より豊島区薬業会館にて理事会が開催されました。 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 田崎常務理事 元谷常務理事  

前原常務理事 南出常務理事 黒須理事 原嶋理事 小林理事 北川理事 原田理事  

藤平理事 

廣田監事 

  

○報告事項 

1．学術・薬学実習生担当報告 

2．防災公衆衛生担当報告 

3．総務・会計担当報告 

4．保険担当報告 

5．地域医療担当報告 

6．池袋あうる薬局担当報告 

 

○協議事項 

1.  情報発信のナンバリング設定の件 

従来通り日付・発信部・担当理事を記載していくことが決定された。 

2． 緊急医療救護所・医療救護所等備蓄医薬品管理委託契約医薬品の見直しの件 

 状況等を考慮しながら今後検討をしていくことが決定された。 

3. 役員選任・選挙規定制定について 

 選考委員会による選考方式を採択することが決定された。 

4． 第 56回日本薬剤師会学術大会参加人員の件 

 理事の参加者が決定された。 

5． オンライン服薬指導に関する会員向けの勉強会の件 

 メドレー（CLINICS）によるオンライン服薬指導に関する勉強会をまずは試験的に行うこと

が決定された。 

 

○審議事項 

1. 通常総会付議事項（令和 4年度事業報告・収支決算書（案）等）承認の件 

通常総会付議事項となる令和 4年度事業報告・収支決算書等（案）について承認された。 

2. 職員の夏季賞与の件 

  職員の夏季賞与が決定された。 

 

豊島区薬剤師会の活動（５月） 

 

 

５／ １１  池袋あうる薬局運営委員会 

 １３  東京都薬剤師会 地区及び職域薬剤師会会長会 

 １６  豊島区薬剤師会 理事会 

 １８  豊島区薬剤師会 学術勉強会 

 ２７  大同病院院長偲ぶ会 

 ３０  第 1回地域医療連携推進会議 



12 

 

医薬品分割販売利用案内 

令和元年１０月 

公益社団法人豊島区薬剤師会 会長 

豊島区医薬品・情報管理ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

 

※要遮光の医薬品（散剤、顆粒、ドライシロップ、水剤）について、仕切り書と薬ラベルに「遮光」

と記載することにしました。保存に関しては各薬局にて管理をお願いいたします。 

 

１． 分割販売品目 

医薬品約１８００品目、投薬ビン・軟膏壺などの医療材料 

 

豊島区薬剤師会ホームページに販売品目リストを掲載しております。 

 

２． 販売単位 

錠剤・カプセル ・・・・・・・・ １錠・１カプセル単位 

散剤・顆粒・ドライシロップ・・・ １ｇ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

水剤 ・・・・・・・・・・・・・ １ｍｌ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

軟膏・クリーム ・・・・・・・・ １ｇ単位（バラ）、1本単位（チューブ） 

点眼・点耳・吸入 ・・・・・・・ １本単位 

ハップ剤 ・・・・・・・・・・・ １袋単位 

坐剤 ・・・・・・・・・・・・・ １個単位 

医療材料等・・・・・・・・・・・ １個単位 

 

容器が必要な場合は、所定の容器（有料）を使用いたします。 

 

３． 販売価格 

医薬品・・・・・・・・・  薬価（消費税込） 

その他（医療材料等）・・・ 取扱品目リストに掲載 

 

４． 手数料 

豊島区薬剤師会 会員  ・・・・・・ 無 料 

区外 東京都薬剤師会 会員  ・・・ １回  １１０円（消費税込） 

その他医療機関     ・・・・・・ １回 ２２００円（消費税込） 

 

５． 検収・返品 

医薬品受領時に必ずご確認いただき受領印もしくは自署をお願いいたします。 

品質管理上、返品はできません。 

ただし、メーカー回収の場合は、この限りではありません。 

 

※使用期限が２ヵ月未満の場合は事前に確認の連絡をさせていただきます。 

２ヵ月以上でも期限の確認が必要な方は発注書の備考欄にその旨をご記入ください。 
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６． 発注方法 

注文方法  ： 専用の発注書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸにてご注文ください。 

       （電話での注文はお受けしておりません。） 

受付時間  ： ９時 から １６時３０分 月曜日～土曜日 

受取時間  ： ９時 から １７時    月曜日～金曜日 

       ９時 から ２１時３０分 土曜日・日曜日・祝日 

 

※年末年始、棚卸等により臨時休業する場合があります。（ホームページでご確認ください） 

※指定の発注書は、ホームページよりダウンロードできます。 

 

７． 利用者の確認事項 

初回利用時には、開設許可証の写しをご提出いただきます。 

また、都薬の会員証をお持ちの方は会員証の写しもご提出ください。 

なお、豊島区薬剤師会会員の方は提出不要です。 

 

その他開設許可更新等、管理センターが開設許可証の確認が必要と判断した場合には、 

再度ご提出いただくことがあります。 

 

８． 支払い方法 

豊島区薬剤師会会員は、原則として月末日締めの「翌月口座引落」となります。 

その他の方は、「薬品受け取り時に現金支払い」となります。 

 

 

＊ 管理センターでは、会員様の要望のあるものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否か

を決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、あうる薬局に提出してく

ださい。ＦＡＸでかまいません。 

 

＊ 集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使いください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 

 

令和  年  月  日  

 

 

薬局名                             印  

 

 

以下の製品の取り扱いを要望します 

 

 

製品名                               規格 
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管理センター取り扱いリスト追補 

＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 
 製品名 小分単位 備考 

内 アタラックス錠２５ｍｇ 錠  

内 アテノロール錠２５ｍｇ「サワイ」 錠  

内 アロマシン錠２５ｍｇ 錠  

内 インフリーＳカプセル２００ｍｇ Ｃ  

内 インライタ錠５ｍｇ 錠  

内 エースコール錠２ｍｇ 錠  

内 ガスコン錠４０ｍｇ 錠  

内 ギャバロン錠５ｍｇ 錠  

内 グラケーカプセル１５ｍｇ Ｃ  

内 ストラテラ内用液０．４％ ｍｌ  

内 セレナール錠１０ 錠  

内 タリージェＯＤ錠２．５ｍｇ 錠  

内 タリージェＯＤ錠５ｍｇ 錠  

内 トルバプタンＯＤ錠７．５ｍｇ「オーツカ」 錠  

内 ポンタールシロップ３．２５％ ｍｌ  

内 ミオナール顆粒１０％ ｇ  

内 メトクロプラミド錠５ｍｇ「ＮＩＧ」 錠  

外 メロキシカム錠１０ｍｇ「サワイ」 錠  

外 ラピフォートワイプ２．５％ 包  

外 ラミクタール錠小児用５ｍｇ 錠  

外 リセドロン酸Ｎａ錠７５ｍｇ「トーワ」 錠  

外 レザルタス配合錠ＬＤ 錠  

外 オキナゾール膣錠６００ｍｇ 錠  

外 ハイドロサイトジェントル銀７．５×７．５ｃｍ 枚  

注 インスリングラルギンＢＳ注キット「ＦＦＰ」 本  
 
＊ 取り扱い中止 

 製品名 備考 

内 アムロジピンＯＤフィルム２．５ｍｇ「ＱＱ」  

内 アムロジピンＯＤフィルム５ｍｇ「ＱＱ」  

内 エンシュア・リキッド２５０ｍｌ  

内 ツムラ苓姜朮甘湯エキス顆粒（ＴＪ－１１８）２．５ｇ  

内 ハイパジルコーワ錠３  

内 ポラキス錠３  

内 マリゼブ錠１２．５ｍｇ  

内 メトクロプラミド錠５ｍｇ「テバ」  

内 ラフチジン錠５ｍｇ「サワイ」  

外 ポビドンヨードゲル１０％「明治」４ｇ  

外 ミリステープ５ｍｇ  

 

 

 




































